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　本日は滋賀県から由布副知事にご臨席頂いており、草津市、野洲市、甲
賀市、湖南市からもそれぞれご来賓をお迎えしています。県及び市町村社協、
また県共同募金会、其の他福祉関係の方々には、いつも当財団に温かいご

指導を頂いております。大変有難うございます。
　また、メインサポーターのダイトロングループを代表して、前　績行 様、小林 雅則 様、土屋 伸介 様、
毛利　肇  様、松田　豊 様にご出席頂いています。財団役職員他22名も参加願っております。皆様の毎
年のご支援、ご協力に対し厚く御礼申し上げます。
　そして今日の主役であります、私共の助成金をお受け頂く障害者福祉事業団体の方々 46団体 並びに

「講演」「事例発表」をして頂く方々を含めて55名様にご臨席頂いております。お忙しい中誠に有難うご
ざいます。以上、本日はこの会場に90名がご参集です。
　さて、今年令和元年は、滋賀県が「障害者差別のない共生社会づくり」をめざして、障害を理由とす
る差別の解消に取り組んでおられます。この「全ての障害者が基本的人権を享有する個人として その
尊厳が重んじられるようにする」という基本精神に則り、当財団もそのための助成活動はいかにあるべ
きかに真摯に向き合い、地域社会における障害者福祉の充実を願って、今後も質の高い助成活動となる
よう努力を続ける所存であります。
　本年で財団設立19年目を迎えることができましたが、今年は18回目の助成となります。３月15日から
助成金の申し込みを募り、102団体様からご応募を頂きました。これを滋賀県内の福祉関係機関の皆様
にもご協力頂き、厳正・適正なる審査を行い、５月28日の選考委員会を経て６月18日の理事会において
決定いたしました。
１．障害者福祉サービス事業等に対する設備助成事業　　　
 お申し込み　87 件の中の 41件  4,313万5千円
２．障害者の社会参加の促進と生活向上等に寄与する調査研究のための助成事業
 お申し込み　 2 件の中の   1件      67万7千円
３．障害者の福祉向上に寄与する施設等の特別助成事業　
 お申し込み　13 件の中の   4件    426万4千円
　合計46団体に対して、総額4,807万 6千円の助成金贈呈を行う事となりました。
　今年の夏も記録的な猛暑でしたが、暑い夏も、また寒い冬も、障害者の方々のために、日頃より地域
に根ざした地道な活動とたゆまぬ努力、さらに、新しい分野に挑戦しようとする積極性が高く評価され
て今日の助成の運びとなったものです。日夜、障害者の方々を親身になって支援されている贈呈先の皆様に、
感謝と共に深く敬意を表したいと思います。
　以上をもって私の挨拶とさせて頂きます。有難うございました。

公益財団法人  ダイトロン福祉財団　
理 事 長　 髙  本　　敬　

理 事 長 挨 拶
　　令和元年第 18 回助成金贈呈式　理事長あいさつ　　 令和元年 9 月 3 日
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滋賀県知事 三日月大造様からいただいた祝辞を代読いただきました。
　ダイトロン福祉財団助成金の贈呈式にあたり、一言お祝いの言葉を申し上げます。
　ダイトロン福祉財団におかれましては、本県の障害福祉関係団体に対しま
して、平成14年から毎年助成をいただいており、これまでの助成総額は約4
億3千万円にものぼります。今年度も、46団体に対して就労訓練設備や送迎
等の車両への助成、当事者団体の活動に対する助成など、昨年度を上回る多
額の助成をいただきました。地域貢献への志をもって民間における支え合い
を実践されている財団の活動に敬意を表しますとともに、心から感謝申し上
げます。
　贈呈を受けられます皆様方におかれましては、本日は誠におめでとうござ
います。日頃から、障害のある方もない方も、共に働き、共に暮らしていけ
る環境づくりのために身近な地域でご尽力いただき、ありがとうございます。
　贈呈された助成金を活用され、障害のある人の就労の促進、地域生活の充実、障害のある子どもたちのニー
ズに応じた支援の充実につなげていただくことを期待しています。
　さて、今年度、本県では「変わる滋賀　続く幸せ」を基本理念とする新しい基本構想をスタートさせま
した。一人ひとりの価値観、生活スタイルの多様化が進む中において、将来世代も含めた誰もが尊敬され、
自分らしく生きる事ができる「未来へと幸せが続く滋賀」をめざし、皆様と一緒に取組んでまいりたいと
考えています。
　そうしたなか、県では、障害のあるなしに関わらず、誰もが暮らしやすい共生社会の実現に向けて「滋
賀県障害者差別のない共生社会づくり条例」をこの4月に施行致しました。
　この条例に基づく相談体制を10月から開始するため、「障害者差別解消相談員」の配置や「地域相談支援員」

（通称：アドボケーター）という滋賀県独自の仕組みを整えるとともに、「障害の社会モデル」の考え方を
県民の皆様と共有するための広報にも努めてまいります。
　こうした取組みを通じて、滋賀で大切にされてきた福祉の思想と実践を未来につなぎ、SDGsの視点も
活用しながら、「誰一人取り残さない」共生社会の実現に力を注いでまいりますので、今後とも引き続き
皆様の御理解と御協力をお願いいたします。　
　結びに、髙本理事長様をはじめ役員の皆様、審査委員の皆様、さらに財団をお支えいただいている事務
局や関係の皆様に改めて敬意を表しますとともに、本日お集りの皆様の御健勝とますますのご活躍をお祈
りし、お祝いの言葉と致します。

令和元年 9 月 3 日　  

　大津市長 越　直美 様より、祝電を頂戴致しました。

　　＜ 祝 電 ＞
　公益財団法人 ダイトロン福祉財団　第 18 回助成金贈呈式が関係各位ご出席のもと盛大に開催されま
すことを心よりお喜び申し上げます。
　滋賀県における障害者福祉の充実・発展のため、多岐にわたり積極的、継続的にご支援をされてきま
したことに、心より敬意と感謝の意を表します。
　結びに、貴財団の今後ますますのご発展と、本日ご参会の皆様のご活躍を祈念いたします。

令和元年 9 月 3 日　　　　　大津市長　越　直美

滋賀県知事　 三日月　大造　（代読）滋賀県副知事　由布 和嘉子     

第18回　　助成金贈呈式　　祝　辞
第１8回 障害者福祉助成金贈呈式のもよう 第１8回 障害者福祉助成金贈呈式のもよう 

「開会の辞」 紺谷  評議員会長

「閉会の辞」 森 理事

「祝辞」 代読
由布 和嘉子 副知事 様

「事例発表」 
　SUNNY SIDE合同会社
　代表　市原 幸子 様  　 

「事例発表」 ひかり福祉会　ひので作業所
　所長　馬場 絹子 様　所長　馬場 絹子 様

「講演」 龍谷大学 村井龍治 教授 様

「閉会の辞」 森 理事

「事例発表」 
SUNNY SIDE合同会社
代表　市原 幸子 様  　 

「閉会の辞 森 理事

講演」 龍谷大学 村井龍治 教授 様「講演」龍谷大学 村井龍治 教授 様

髙本 理事長
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§第1号事業　障害福祉サービス事業所などに対する設備費等助成事業　　　43,135,000 円
団 体 名 地 域 助 成 内 容

ＮＰＯ法人　愛光園 長浜市 農業用ビニールハウスの設置（一棟 126 ㎡）

(社福) あすなろ福祉会　あすなろ園 犬上郡 タオル箱詰作業用ベルトコンベアー

(社福) ひかり福祉会　セルプひこね 彦根市 施設内トイレ改修工事（4 据）

(社福) 椎の木会   落穂寮 湖南市 空調機器取り付け及び付帯工事

ＮＰＯ法人　すまいる　スマイルくさつ 草津市 ストレッチ及びリハビリ用エアレックスマット購入　９枚

ＮＰＯ法人　草津市心身障害児者連絡協議会
　フリータイム

草津市 事業所移転に伴うトイレ、流し台などの設備の移設

ＮＰＯ法人　ＮＰＯ子どもﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ　天気村
　放課後等デイサービス　ソラマメくらぶ

草津市 ソラマメくらぶ施設入口バリアフリー工事

企業組合ねっこの輪　社会的事業所　掃除屋プリ 大津市【車】 ダイハツハイゼットカーゴ

(社福) なかよし福祉会　栗東なかよし作業所 栗東市【車】 ダイハツハイゼットカーゴ

ＮＰＯ法人　ぷくぷく 守山市 グループホームの雨戸取付工事

ＮＰＯ法人　きらら　ワークパートナーきらら　穴村 草津市 喫茶事業の設備機器（オーブン）購入及び設置工事

NPO法人　滋賀県脊髄損傷者協会
　障がい者サポートセンタースマイルフレンズ

草津市【車】 ダイハツ　アトレースローバー

(社福) 若竹会　ワークステーションわかたけ 草津市【車】 スズキ　エブリィ　PC2 型 

(社福) きぼう　モコハウス 近江八幡市【車】 日産アトラス F24 

一般社団法人no-de
　指定障害福祉サービス事業所no-deライフ

草津市【車】 日産　クリッパーバン　チェアキャブ

 (社福) すぎやまの家   杉山寮 高島市【車】 ホンダ　ステップワゴン

ＮＰＯ法人　ここねっと 甲賀市【車】 トヨタ　ノア　７人乗り

(社福) なかよし福祉会　第二栗東なかよし作業所 栗東市 味噌製造機器一式（自動発酵機、直火式蒸機、圧力釜他）

 (社福) 悠紀会   にっこり作業所 野洲市 作業室等の床塩ビシート貼替工事

(社福) 湖南会　障害者支援施設　蛍の里 守山市 ガス式乾燥機入替工事費

(社福) しがらき会　ワークセンター紫香楽 甲賀市 手漉き和紙加工用機器購入

(社福) さつき会   さつき作業所 湖南市【車】 トヨタ　ハイエース

合同会社　就労サポートみずほ 守山市【車】 スズキ　エブリイハイルーフ

NPO法 人  ふ れ あ い 広 場 　 ハ ー モニー 東近江市 風呂、トイレ、洗面所の改修工事及びスプリンクラー設置

(社福) 白蓮    もりやま作業所 守山市 もりやませんべい製造備品（せんべい平型 10 セット ) の購入

ＮＰＯ法人　ふれあいワーカーズ 野洲市 屋根、外壁、トイレ等の改修工事

ＮＰＯ法人　 さぼてん　 日中一時事業所 湖南市 日中一時事業所建物の屋根の修繕

NPO法人 マイ・ライフ　福祉事業所　春の日 甲賀市【車】 ダイハツ　ハイゼットカーゴ

ＮＰＯ法人　あんと 野洲市 事業拡大に伴う施設整備（冷暖房設備、強化ガラス設備
費用）

(社福) ぽてとファーム事業団　アシストセンター　ぽッ 長浜市【車】 トヨタ　シエンタ　7人乗り

第18回  障害者福祉助成金贈呈先
46 団体　助成金総額　48,076,000 円
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ＮＰＯ法人 スペースウイン 守山市【車】 スズキ　キャリー

ＮＰＯ法人　道　デイサービス　ふぁみりぃ 彦根市 重症児者対応の空気清浄機購入（標準、コンパクト各１台）

ミライキックス株式会社  コッカラ 甲賀市【車】 ホンダ　N バン

ＮＰＯ法人 ルミエル　 就労支援センター　ルミエル 野洲市【車】 トヨタ　ハイエース

 (社福) 虹の会     アイリス 高島市 乗用草刈機の購入

(社福) しがらき会　信楽青年寮　しん 甲賀市 業務用洗濯機器の購入

NPO法人 滋賀県社会就労事業振興センター　 JALAN 草津市 【車】 ダイハツ ハイゼットカーゴ

(社福) 共生シンフォニー　夢創舎 大津市 耕運機、草刈機の購入

医療法人藤樹会　障害者相談・生活支援センター

　やすらぎ

大津市 支援センター備品（ｿﾌｧｰ ､ 椅子 ､ ﾊﾟｿｺﾝ ､ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ）購入

(社福) 湖北会    あそしあ 長浜市 作業棟トイレ全面改修工事

(社福) おおぞら福祉会　つつじ作業所 長浜市 トヨタ　フォークシフタ（フォークリフト）購入

§第２号事業　障害者の社会参加の促進と生活向上等に寄与する調査研究のための助成事業　677,000 円

ＮＰＯ法人　あさがお 大津市
法人後見における障害者の意思決定支援の具体化に関する
調査研究

§第３号事業　特別助成事業　4,264,000 円
ＮＰＯ法人 NPOワイワイあぼしクラブ 湖南市 多世代共生ホーム（高齢者と知的障害者の共生）の整備

ＮＰＯ法人　街かどケア滋賀ネット 湖南市 いきいき生活支援員の活躍に関する社会参加の広報費用

(社福) びわこ学園　 びわこ学園医療福祉ｾﾝﾀｰ草津 草津市
E4 センサー着装による重症心身障害児・者の支援方法
創出のための機器購入

滋賀県中途失聴難聴者協会 草津市
「第 25 回全国中途失聴者・難聴者福祉大会 in 滋賀」開
催費用

　

公益財団法人 ダイトロン福祉財団　役職員名簿

◦当財団の活動報告や収支状況は公益法人協会情報公開共同サイトでご覧いただけます。
http://www.disclo-koeki.org/
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　ダイトロン福祉財団様の第18回障害者福祉助成金を賜りまして誠に

ありがとうございます。今回助成を頂きました46団体を代表致しまし

てお礼の言葉を述べさせていただきます。

　NPOワイワイあぼしクラブは昭和56年に任意団体としまして湖南

市のしで地域で発足し、以来38年間福祉サービスや環境保全の活動を

行ってまいりました。

主に障害のある方のグループホームを運営しておりますが、認可の家庭

的保育事業あったか保育室（つぼみと申しますが）や、介護保険の認知症、

高齢者グループ“わいわい”も運営しており、子供からお年寄りまで多世代の方に対する福祉サービスを身近な地

域で提供することにこだわって運営しております。

　この度の助成の対象となりました高齢者と知的障害者による多世代共生ホームの整備について少しお話をさせて

頂きます。

　多世代共生ホームとは、時代のニーズに合わなくなって機能が廃止された公的資源の再活用という面にも特徴が

あります。

　1階は有料老人ホームとして、2階は障害のある方のグループホームとして届出る予定でございます。同じ建物

の1階と2階をシェアし近隣の福祉事業所の介護や福祉支援を行うスタッフが関わりあいながらお年寄りと障害の

ある若者たちがともに暮らしていただける拠点となります。

　経済的な問題で住み慣れた地域から遠く離れた施設に入居せざるを得ない、という事が無いように小規模ですが

地域密着の多世代共生ホームが一定の役割を果たすことが出来、他の取組のモデルとなれば幸いに思います。最後

に今回の助成がそれぞれの団体の活力となり更なる滋賀の福祉の発展に寄与することを願いましてお礼の言葉とさ

せて頂きます。

　SUNNYSIDE合同会社は昨年4月に草津市で事業を開

始致しました。その際にダイトロン福祉財団様より多額の

助成金を拝受しましたことをこの場をお借りして厚く御礼

申し上げます。

　私の息子に重度の知的障害があることで音楽療法と出会

い魅了され23年間自宅のピアノ教室や病院、作業所等で

実践をし、学会等に参加し日々研鑽を積んでおります。

　音楽の中で子供たちがいきいきと活動し成長していく様

や幼いころから通っていた障害のある生徒が大人になって

仕事帰りにピアノ教室へ立ち寄る様をみて、音楽で人生を

助成対象事業の事例発表（発表順）
SUNNY SIDE 合同会社　代表　市原　幸子

第18回  　助成金贈呈式 　謝  辞
NPO法人 NPOワイワイあぼしクラブ　法人事務局　次長　横川　悦子
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サポートした施設を立ち上げたいと考えました。おひさまはうすでは児童発達支援、放課後等デイサービス、日中

一時支援の事業を展開して幼児から大人まで通えるようにし、音楽療法をその中に組み込みました。また、今年度

より言語療法も実施しております。

　助成金で電子ピアノ一台に4種類の感覚統合器具とプロジェクター2か所と100インチのスクリーン等を購入致

しました。

　お蔭をもちまして専門的で充実した施設と設備という特色を出すことが出来ました。また音楽のある施設として、

あちこちでピアノの音が聞こえて来る施設です。

　音楽療法は対象者が今発した音楽のみならず声や動作に合わせてその瞬間を即興演奏で合わせます。そのことで

対象者はその瞬間にフィードバックできますし、次にこんなことをしたらどう返してくれるのかという期待をして

さらに行動してきます。その場で対象者とセラピストとの相互的音楽を作っていくことをしています。

　また、対象者から出る音楽をその人の表現としてとらえ、セラピストからの表現と相まって言葉ではなく、音楽

でのノンバーバル・コミュニケーションとなっていくことを目的としています。

以上で事例発表を終わります。

　ひので作業所は、長浜市の南側にあり田園地帯の奥に伊吹山がきれいに見える

場所にございます。生活介護事業所で養護学校を卒業してこられた方と高齢の方

がいらっしゃる事業所です。

　数年前にダイトロン福祉財団様からスヌーズレンの機器を助成して頂きました、

ありがとうございます。

　スヌーズレンは70年代の半ばにオランダの知的障害を持っている方の施設で生

まれた活動です。一種の教育的刺激を与える環境設定方法というものとして始まっ

ています。

　見る、聞く、触る、嗅ぐといった人間の根本的な感覚を感じてもらうための器

具となっています。

　効果としては心身の緊張がほぐれる、穏やかになる、コミュニケーションがとりやすくなる様々な感覚刺激が与

えられるというのが代表的な効果になっています。利用者さんだけではなくて、介助者の方もそういった形で刺激

が得られてゆっくり過ごせるというようなことが見られます。介助者がリラックスできてゆとりができることによっ

て利用者さんへの支援に対しても、余裕が生まれるというようなことも言われております。

　スヌーズレンを取り入れてみて、利用者さんの心地よい姿が見られただけでなく、障害の種類や程度に関係なく、

それぞれの感覚で感じながら楽しむという事が出来るという事をこちらとしては教えて頂けたと思います。

これからは、固定概念に囚われずに様々な活動を取り入れながら日々の生活を充実して頂けるように勧めていきた

いなと思っております。

社会福祉法人　ひかり福祉会　ひので作業所　所長　馬場　絹子
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令和元年令和元年 第18回第18回

（誌面の都合上、皆さんからいただいた原稿の一部を編集させていただいています）

助成金贈呈先からの助成金贈呈先からの おたよりおたより
　毎年、障害者福祉に関わるさまざまな出来事が起りニュースを賑わして

います。本日はそれら出来事を通して、これからの障害者福祉の方向を考

えていきたいと思います。

　令和に年号が変わり、約４か月になりますが、今年も障害者に関わるさ

まざま出来事が起こっています。特に大きなニュースとしては、重度の障

害を持つ木村さん、船後さんが参議院議員になられたことで、今後の障害

者福祉進展への期待が高まっていることです。

　また近年、企業の障害者雇用進展やITを利用した障害者福祉サービスが

ニュースとなっています。地域生活や就労、教育の場においてITを利用し

たさまざまなサービスが障害者の地域の暮らしの進展に寄与することが期

待されています。一例を挙げると、株式会社ミライロによる「障害者手帳アプリ」（各種割引やサービスのサポート）、

株式会社スペシフィックスマートの障害者向け求人サイト「エビバラ」、世界の識別を教えてくれる視覚障害者向け

Googleアプリ「LOOKOUT」、ドコモ通話アプリ「見える電話」、金沢工大の骨電導点字ブロック音声案内など、

新しい技術開発が増えています。ITを利用した障害者の地域生活の未来を切り拓く試みは、障害者の生活に明るさ

を増すであろうと期待できます。

　しかしその一方で、大阪城のエレベータを巡るG20での安部総理の発言や名古屋城建て替え問題、相変わらず後

を絶たない障害入所者への虐待問題や年金着服問題、障害者を取り巻く負の環境は一向に改善されたとは言えません。

　さて、参議院議員の木村さん、船後さんのことに戻りますが、二人が参議院議員活動をする上で大きな問題が発

生しました。国会議事堂などの車いす対応もさることながら、参議院議員活動をする際の介護問題です。障害者が

通勤時や勤務中に障害者福祉サービスを利用できません。政府は障害者雇用を進めていますが、雇用されると生活

できないという矛盾が生じていることに想像が及んでいません。政府の描く自立は雇用されれば終わりなのです。

障害者が雇用されて働くことと生活することは表裏一体であることが認識できていないのです。障害者の国会議員

の誕生は、障害者が働き・暮らすということが社会環境の問題であるということを明らかにしていると思います。

いわゆる「社会モデル」での対応が求められるのです。

　ところで、最近、障害者福祉の現場において、その支援に少々疑問を感じていることがあります。確かに、障害

者支援事業所は障害者主体、自立支援、ストレングスの視点など、大切なキーワードを大切にしながら支援を実施

されていると思います。しかし、当の障害者自身が「自分たちが主体者だ！」という意識は薄れ、サービス利用者

になっている状況を考える必要があると思います。サービスが整備されていなかった時代、障害者が主体となった

自立生活運動やピープルファースト運動が活発な時代とは意識や活動と変わってきているように感じます。そして

それは障害者福祉現場の支援者も同じです。ただのサービス提供者になってきたように感じます。自立支援やスト

レングスの視点といった言葉を使った「個人モデル」の支援にはなってはいな

いでしょうか？

　「社会モデル」を考えるとき、彼らの主体性を引き出し、障害者と支援者、

地域社会を巻き込んだ社会環境の変革が必要だと思います。障害者が自らの権

利侵害に気づくためには、支援者としてともに社会環境を変革することが重要

だと思います。理想論では問題解決をすることは難しいですが、理想を持てな

い行動は何も生まないと思います。

　　　最近の出来事から見たこれからの障害者福祉　
龍谷大学 社会学部教授　村井　龍治

講 演
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令和元年令和元年 第18回第18回

（誌面の都合上、皆さんからいただいた原稿の一部を編集させていただいています）

助成金贈呈先からの助成金贈呈先からの おたよりおたより
NPO法人　愛光園

【長浜市】 

　これまでフル活用していたビニールハウスが２０１８
年の台風２１号により使えなくなり、昨シーズンの冬
は種まき・育苗ともに思うような活動ができず、園芸・
農作業での収入が落ち込んでしまい事業所のみんな
は落胆していました。
　今回の助成金により南北に伸びる横6.3ｍ・縦20ｍ
のりっぱな農業用ビニールハウスが完成し、今シーズ
ンの冬は雪や強風を防げ作物の生育も順調に進むと
思います。
　すでに種まき作業や
苗の植え替え作業を進
めることができ、これ
からの出荷を待つ苗や
作物が順調に育ってい
ます。
　利用者と職員がともに、力を合わせて作業をする
ことで、少しでも多くの商品を地域へ届けることがで
きるよう努力をしていきたいと思っています。本当に、
ありがとうございました。

（社福）あすなろ福祉会　あすなろ園
【犬上郡】

　この度は、就労継続支援Ｂ型の下請け作業に必要な

「ベルトコンベア」の購入に係る助成金を賜り誠に有
難うございます。あすなろ園は、企業からの下請け作
業を主な日中活動として行っています。
　これまで商品を手で持ち運び次の担当者まで渡して
おりましたが、今回ベルトコンベアの導入により効率
の良い作業が可能となり、流れ作業で加工するため「早
く、きれいに、楽に出来る」と利用者さんに喜んで頂
くことが出来ました。　
　利用者さんがますます意欲的に作業に取り組む姿
勢が見られ、大変うれしく思います。生産数も上がり、
工賃アップに繋がると期待しております。

（社福）ひかり福祉会 セルプひこね
【彦根市】

　第18回ダイトロン福祉財団様助成金事業より助成
金を賜り、トイレ改修工事をさせて頂きました。
　セルプひこねでは、創立22年を迎え、しだいに老
朽化が進んできています。トイレもその一つで、和式
便器のトイレ４ヵ所では、用をたすには身体が不安定
でこわいという意見が多数あり、車いす利用者専用ト
イレにこだわりをもっておられる利用者などがおられ、
使用したい時に待たなければ使用できないということ
が多々ありました。
　そこで今回助成金を頂いて、和式の便器をすべて洋
式の便器に変える工事をさせて頂くことができました。
お蔭様で、女性利用者には二つの車いすトイレの他に
２ヶ所のきれいな洋式トイレが完成したことで、不便
さを感じることも減り、安心して用がたせると、みな

2019 年 12 月 31 日 第 22 号（9）



さんとても喜んでお
られます。
　ダイトロン福祉財
団様の助成はセルプ
ひこねに通う利用者
へ、清潔な空間と健
康で安心して過ごせ
るトイレ環境を与えて
くださいました。本
当にありがとうござ
いました。

（社福）椎の木会 落穂寮
湖南市

　この度は、ダイトロン福祉財団様より助成金をいた
だき、エコ班（空き缶リサイクル）の作業場にエアコ
ンを設置することができました。誠にありがとうござ
います。
　エコ班の前進となる日課班は「歩行時に何か目的を」
ということで、地域貢献も踏まえ空き缶拾いをはじめ、
缶はそのままゴミとして捨てていましたが、「拾った空
き缶をそのまま捨てるのではなく、利用者さんの取り
組みとして取り入れられないか」と考え、午後の取り
組みとして「空き缶つぶし」を取り入れリサイクルする
ようになりました。
　現在では軽度の知的障害から重度の知的障害を持
つ方たち13名の利用者さんが携わる取り組みとなり、
地域貢献のできる重要なお仕事になっています。
　今回、大型エアコンを設置することで、作業場環
境が改善され利用者さんの取り組みも例年に比べ効
率が上がったように感じます。今後も利用者さんと共
にリサイクル活動を頑張っていきたいと思っています。

NPO法人 すまいる スマイルくさつ
草津市

　エアレックスマット9枚を購入しました。当事業所
は建物が狭いため利用者の活動や休憩場所が十分に
確保できません。そのため、多くの利用者が常時歩
き回ったり床に寝転がったりして過ごしており、ソファ
やマットレスを置いても全員が安心して過ごすには十
分ではありませんでした。
　適度なクッションのあ
るマットを部屋の隅々に
敷くことで、利用者が思
い思いに気持ちよく寝転
がったり座って過ごすこ
とができるようになりました。また、ストレッチやリ
ラクゼーションで体をしっかり伸ばすことができたり、
口腔ケアで横になってもらったり、身体機能の維持向
上にむけての効果が期待できます。グループ活動では
部屋全面に敷くことで全員がゆったりと取り組むこと
もできるようになりました。

NPO法人 草津心身障害児者連絡協議会
フリータイム

草津市

　2年前に助成を頂い
てトイレとキッチンを
設置させて頂きました。
今回、急な事業所の移
転が強いられたため、
やむなくトイレとキッチ
ンを新移転先へ移設す
るための費用を申請し
ましたところ、助成金
を頂くことができ、利
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用 者、 職 員
一 同 大 変 感
謝しておりま
す。「 ひ きこ
も り が ち な
若者の支援」
にとって、ホッ
と安心できる
居場所（環境）がとても重要になっています。これま
で使っていたキッチンを無駄にせず、移設できました
ことで、調理活動などの経験に広がりができ、利用
者同士の交流も深まりつつあります。また、古い建物
の枠の中に、洋式トイレが設置できたのも、安心でき
る空間の確保につながったのではないかと思います。
　今後も、増加していると言われている生きづらさを
抱える若者たちが、まず、家庭から一歩外に出られる
居場所としての取り組みを発展させていきたいと思っ
ております。

NPO法人 NPO子どもネットワークセンター 天気村
放課後等デイサービス ソラマメくらぶ

草津市

　このたび施設出入口バリアー
フリー整備を終えることがで
きまして誠にありがとうござ
いました。
　利用者アンケートからも指
摘を受けていた出入口の段差
ですが、利用者さんからも早
急に改善してほしいとの声が
あり、今回の助成金事業は利
用者さんからも大変喜んでいただきました。
　特に出入口ということで毎日する場所でもあります
ので利用者さんからも迎えに来た保護者の方にも「き
れいにして下さったのですね」「スロープができたから
楽に入れますね。」などの声をいただき、本当にうれ
しい限りです。今後車椅子の利用者さんが増えること

になっても何の
心配もなく安心
して利用してい
ただけることが
できると同時に、
以前は避難訓練
では車椅子を何
人かで下ろして

訓練していましたが、スロープによりスムーズに避難
できます。今後非常時の避難においても安心安全に
避難していただくことが出来るので職員の安心感も増
えました。このようにバリアーが解消したことにより、
職員にもより一層の安心感で働くことができ、利用者
さんや保護者のかたにも満足感で来所していただくこ
とが出来たことを心から喜んでいます。

企業組合ねっこの輪 社会的事業所 
掃除屋プリ

大津市

　 約１０年 前
にダイトロン
福祉財団様か
らいただいた
助成金で購入
させていただ
きましたハイ
ゼットカーゴが
２３万キロを越えてしまいエンジントラブルなどが起
こり継続的に使用するのが困難になり業務を行うの
が難しくなりました。大津市内の公衆トイレ５０ヶ所
を３６５日休みなく清掃する為新車の購入を検討しま
したが、購入資金を用意するのが難しくダイトロン福
祉財団様の助成金を利用させていただきました。助
成金をいただき新車のハイゼットカーゴが届いた時、
掃除屋プリ従業員１８人は心から感謝し喜び、また、
仕事もはかどっています。これからもいただいた車両
を大事に使用させていただき公衆トイレを利用するお

客 様に喜ん
で もらえる
仕 事 をして
いきたいと
思います。

（社福）なかよし福祉会 栗東なかよし作業所
　

栗東市

　作業所で、送迎や販売活動などに利用していた軽
自動車も、購入から15年が過ぎ経年劣化に伴い買い
替えを検討していました。
今回の助成で、ダイトロン福祉財団様より新しく軽自
動車を購入させて頂くことができました。販売活動で
は物品を乗せるスペースも広くなり、荷物の運搬など
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もスムーズに行えます。職員や利用者の負担も軽減さ
れるとともに、売り上げも増え仲間も毎日笑顔で作業
に励んでいます。
　また、毎日の送迎にも利用させていただき安全・
快適に運転することが可能となりました。これからも、
大切に使わせていただきます。本当に有難うございま
した。

NPO法人　ぷくぷく
守山市

　7年前、念願のグループホーム「ぷくぷくの家　立花」
を開設しましたが、建設資金不足の為、当初計画よ
り設備費削減をしました。雨戸、網戸も一つずつ削っ
ていきました。災害の少ない滋賀には、大きな台風は
来ないだろうとの甘い考えでした。
　昨今、近畿直撃の大型台風が何度も襲来して、雨
戸のない施設に大変不安を感じていました。7人の利
用者をお預かりしているグループホームでは、その度に「大
丈夫だろうか？」と随分心配してきました。
　今回、貴財団の助成金により、全室に雨戸が完備
でき、お陰様で台風19号を無事に乗り越えることが
できました。
　「安全・安心」という大きな贈り物をいただき、本
当にありがとうございました。

着工前

完　成

NPO法人 きらら 
ワークパートナーきらら穴村

草津市

　喫茶ホップでは草津市の花『あおばな』の粉末入り
のクッキーを製造
販売しています。
　喫茶メニューの
他、栄養バランス
がとれた手作り日
替わり弁当、牛す
じ肉を煮込んだカ
レーライス等、ご
利用いただいてお
ります。また、地
域サロン等へのお
弁当の配達も行っ

ています。
　この度、助成いただいたスチームコンベクションオー
ブンのお陰でクッキー製造のみならず、調理作業の
省力化、作業時間が短縮され、メニューの拡大、大
量注文にも対応でき、大変重宝させていただいており
ます。ありがとうございました。
　これからも、『安心安全』『地産地消』を考慮した『毎
日食しても飽きない』メニューを提供していきたいと思っ
ております。そして、お客様がホッと出来るお店であ
るようスタッフ一同努めてまいります。
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NPO法人 滋賀県脊髄損傷者協会
障がい者サポートセンター スマイルフレンズ

草津市

　日頃は多くのご支援を賜り、心からお礼を申し上げ
ます。

　この度は、貴重
な財源の助成金で
念願のスロープ付き
福祉車両を導入する
ことができ、感謝し
ております。車いす
を利用されているみ

なさまの移動手段にはスロープ付きの福祉車両が必要
不可欠でなくてはならない車両ですが、現在、保有し
ているスロープ付き福祉車両は老朽化の上、故障の多く、
みなさまにご迷惑をおかけしておりました。おかげさ
まで、新しい
福 祉 車 両 を
保有できたこ
とで当協会の
活動に伴う会
員のみなさま
の送迎や車い
す利用者の方
の社会参加の外出、病院の通院などで容易に移動手
段の確保ができるようになりました。
　当協会として、機関誌「明日へ」に掲載や大会、会
議などで会員をはじめ多くのみなさまに啓発し、一人
でも多くの方の移動手段として有効活用していく所存
です。
　これからも障害のある人の自立や社会参加促進を
図りたいと考えておりますのでご支援の程よろしくお
願い申し上げます。ありがとうございました。

（社福）若竹会 ワークステーションわかたけ
草津市

　「おお～っ！
ピ カ ピ カ だ
～！」「この車
でパンを売り
に行けるね♪」
納車された車
を 見 た 訓 練
生の第一声で
す。この度は「パン販売用軽バン」の助成をしていた
だき誠にありがとうございます。わかたけでは滋賀県
庁や草津市役所、草津東高校、玉川高校など県下16
カ所に伺い、朝から焼き上げたパンをランチ用に販売

させていただいています。
多い日には6台の車両を
走らせて販売させてい
ただくパンは1,000個
以上です！お客様からの

「美味しいパンをありが
とう♪」「新作のディニッシュ最高♪」このような温か
く嬉しい言葉を多くいただきます。パンを美味しく食
べていただき、お腹を満たし気持ちをリフレッシュして、
昼からの「お仕事に！」「勉強に！」頑張っていただき
たい。自分たちが皆さんの役に立っていると実感でき
ることが訓練生の働く意欲を育てます。助成していた
だいたこの車両を、大切に使わせていただき、美味し
いパンと笑顔をお届けさせていただきたいと思います。

（社福）きぼう　モコハウス 
近江八幡市

　この度、ダイトロン
福祉財団様より納品・
引取り作業用車両 日
産アトラスの助成金を
頂き、誠にありがとう
ございます。
　以前は車両の老朽化
もあり、安全面に不安
を抱えながら日々の納
品・引取り作業を行っ
ておりましたが、車両
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を入れ替えてからというもの、そういった不安要素は
無くなり、とても安心して作業を行っております。また、
利用者さんから「これでもっと仕事が増えますね！、工
賃増える事に期待してます！」など今後に期待を寄せ
る声が上がっており、なんとも嬉しい状況といったとこ
ろです。
　今後の展開としましては、取引先様にも安心の確保
が出来た事が伝わったので、更なる取引品の物量が増
える事が予想されます。そして、その物量が増える影
響により、利用者さんに担ってもらう仕事が増え、多
くの仕事を頂ける事により、利用者さんのモチベーショ
ンの向上や工賃の倍増に繋がるだろうと考えております。
車両を入れ替えた事により様々な良い効果が目で見え
た事は、職員にとっても大変良い機会となりました。

一般社団法人no-de 
指定障害福祉サービス事業所no-deライフ

草津市

　この度の助成金で
福祉車両の購入をさ
せていただきました。
　 当 事 業 所 で は、
地域の重度障がい
児者等のご利用者
さんと一緒に、余暇
を過ごしたり、外出
をする機会が多くあ
ります。
　車椅子のご利用
者さんもおられる中、この度購入させていただいた福
祉車両は、ご利用者さん、支援者双方の負担を軽減
することができ、大変ありがたく思っております。
　今後とも、この度の福祉車両を用いながら、地域
で暮らす利用者の方々の一助となるように、支援を行っ
て参ります。

（社福）すぎやまの家　杉山寮
高島市

　この度は『ステップワゴン車輌購入』への助成金を
賜り、誠にありがとうございます。当事業所は山間部
に位置しており、何をするにも車輌が必要不可欠です。
その為、今年度より新たな取り組みとして始めた『リ
ネンサービス』の下請け作業において、購入車輌は作
業場への利用者様送迎や工場への納品作業と大変重
宝させて頂いております。
　低床で乗降しやすい車輌のおかげで、足腰の弱っ
て来られた利用者様も積極的に作業や出荷に参加し
やすくなり「リネン行こうな」「仕事頑張らなあかんな」
と意欲的な様子が見られ、利用者様・職員共に大変
喜んでおります。
　今後も利用者様へのより良い支援に役立てられるよ
う大切に使わせて頂きたいと思います。

 NPO法人 ここねっと 

甲賀市

　ここねっとは、平成17年からグループホームのみを
運営する法人でしたが、この10月から生活介護・就労
継続支援Ｂ型の事業所を定員16名で開設したところ
です。事業所は、公共交通機関から離れた場所にあり、
これまで農作業に関心を持ちながらも自力で通えな
いため仕事を断念する方が何人もおられました。
　しかし、このたびダイトロン様から助成金をいただ
けたおかげでワンボックスカー「ノア」を購入するこ
とができました。
　７人乗りのワンボックスカーで移動が困難な方も、
ご自宅までお迎えに行くこともできますし、遠方の方
も電車の駅やバス停まで来ていただけば送迎が可能
ということで利用者の範囲が随分広がります。新規事
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業開設にこの助成金がいただけたことは、事業の将
来にも光が差すようで一同大変喜んでおり、末永く大
切に使わせていただきます。

（社福）なかよし福祉会　
第二栗東なかよし作業所

栗東市

　当作業所では、自主製品販売に力をいれています。
その中でも、味噌づくりは１９９８年から始め、20年
以上となります。今では東京でも販売するなど全国に
顧客も定着してきました。
　製造は冬の時期に限られることから、ニーズの増加
に対応するため、今回味噌機器一式の助成を申請し、
頂くことができました。
　専用の機械が増えたことで、作業の効率化がより可
能となりました。
　今後も、皆様から喜んでいただけるような味噌づく
りを続けていくと同時に、利用者の工賃保障ができる
よう頑張っていきたいと思います。本当に有難うござ
いました。

（社福）悠紀会 にっこり作業所 
野洲市

　この度は、当法人の床張替工事に助成を賜りまして

誠にありがとうございます。いただきました助成金と
自己資金を使い無事工事を完了させていただくことが
出来ました。
　工事をさせていただいた部屋では軽作業を行ってい
ます。床の張替工事前は一部破損している部分があり、
古くもなったせいで水に濡れると滑りやすい部分もあ
り危険でした。汚れも取れにくく見た目もきれいでは
ありませんでした。
　張替工事後は滑りにくく安全になり、見た目も大変
美しくなり移動、作業が安全に快適に出来るようにな
りました。部屋も明るくなりました。これからも床を
丁寧に手入れしてきれいに使っていきたいと思います。

ありがと
うござい
ました。

（社福）湖南会 障害者支援施設 蛍の里
 

守山市

　蛍の里では、今回の助成金により、業務用のガス
式乾燥機と家庭用の洗濯機２台、乾燥機１台、乾
燥機スタンド１台を購入しました。業務用乾燥機は、
1994年の開所以来使っているもので、頻繁にエラー
が出て、障害者雇用により従事している洗濯パート職
員が落ち着いて働けない
状態でした。新しい乾燥
機に入れ替えたことで、ス
ムーズに乾燥機が回るよう
になり、洗濯パート職員も
喜んでいます。また、女性
棟で使用していた洗濯機も
1996年製と2001年製で、
蓋が一部はずれ危険な状
態でした。乾燥機も１台し
かなく、業務用乾燥機を使いに行かねばならず不便
でした。洗濯機の入替と乾燥機の購入により、安全
に衣類の洗濯・乾燥を行え、便利になりました。利
用者の重度化・高齢化に直面している蛍の里にとって、
衣類の洗濯・乾燥を通じた清潔保持は、とても重要
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なことです。今回の助成金により、利用者と職員の環
境改善にもつながりました。本当にありがとうござい
ます。

（社福）しがらき会　ワークセンター紫香楽
甲賀市

　今回、念願の｢和紙圧縮ローラー｣を助成いただき、
ありがとうございます。ワークセンター紫香楽では、
楮（こうぞ）を使った和紙を作っています。和紙を作
る工程において、高齢の方などのできる作業を作り出
すことが急務となっていました。
　この圧縮ローラーは巻き込み防止のカバーが付いて
おり、利用される方々が、身体機能の低下による影響
を受けることなく、安心安全に作業に取り組むことが
できるようになりました。高齢の方はじめ利用者の生
きがい・やりがいにつながり、みな活き活きと作業に
取り組める
ようになり
ました。
　今後も今
回の助成で
いただいた
機器を使い、
より良い支
援と商品づ
くりにつな
げていきま
す。 本 当 に
ありがとう
ございまし
た。

（社福）さつき会 さつき作業所 
湖南市

　活動の充実と送迎の安全性、計画的整備を目的に
した福祉車両整備事業に対し、このたびダイトロン福
祉財団様より助成を受け、セレナチェアキャブを購入
することとなりました。
　モデルの入替え時期にも重なり時間がかかりました
が、１１月１２日ようやく納車となりました。
　車イス仕様車のスロープタイプは初めてで、販売担
当者の方から職員全員で取り扱い講習を受けました。
他の機能も充実しており、まさに安心安全な移送が可
能となりました。
　利用者の方々は大喜び、一番に乗り込んだ利用者
さんはとても得意げでしたし、送迎時間になると「ど
のコースを走るのか、誰がおくってもらうのか？」とそ
わそわ注目の的でした。光栄にも送迎で乗車すること
になった利用者はどこか誇らしげ、単なる送迎の時間
が楽しみに変わっています。
　活動の充実には、今後施設外就労にも使用予定で、
車イスの利用者さんにも精力的に「外のお仕事」に従
事いただけます。
　ダイトロン福祉財団様には、機動力ある福祉車両
の整備にお力添えをいただき、本当に感謝しています。
大切に使用していきたいと思います。ありがとうござ
いました。

合同会社 就労サポートみずほ 

守山市

　この度は、弊社の事業に助成いただきありがとうご
ざいました。
　利用者様と一緒に、清掃の下請け作業に取り組む
にあたり、清掃道具や人員を運搬する車両が不足して
おりましたので、早速、スズキ「ＥＶＥＲＹ」を購入さ
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せていただきました。運転席の足元が広く運転しやす
い、新しくて気持ちがいいと、一同大変喜んでいます。

当事業所では、最低
賃金が毎年上がる中、
利用者様に安定した
賃金を保障するため、
収益アップを目指して
事業を展開し工夫を
重ねる毎日です。
　今後も、ＥＶＥＲＹ
と共に、フットワーク
よく清掃作業に取り
組んでまいります！

ＮＰＯ法人 ふれあい広場 ハーモニー
東近江市

　この度は、多額の助成金をいただきありがとうござ
いました。お陰様でスクリンクラーの設置で安心とお
風呂と洗面所の改修もでき清潔なホームで暮らせるよ
うになり、利用者も喜んでおります。感謝申し上げます。

（社福）白蓮 もりやま作業所
守山市

　もりやま作業所
と言えば「もりやま
せんべい」というよ
うに23年前から取
り組んでいる自主
製品は地元の方に
親しまれているお
せんべいです。し
かし23年、毎日頑
張ってくれた機 械
は、鉄板、ネジ共
に摩耗していまし

た。
　今回、助成金で全て新しい鉄板に交換して頂き、
感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうござ
います。現在、新商品ココア味のおせんべいに取り組
んでいます。
　今、巷では美味しいものがたくさん販売されていま
すので、もりやま作業所もさらに自主製品の開発、販
売に取り組んでいく予定です。今後、抹茶味等、味の
展開も重ね今までの「もりやませんべい」に続き、地
元の皆さまに親しんでいただけるような自主製品作り
に利用者共々励んでいきたいと思います。
　本当にありがとうございました。

NPO法人 ふれあいワーカーズ
野洲市

　この度は、ダイトロン福祉財団様から貴重な助成
金をいただき、施設外壁等工事および男性トイレ改修
工事をさせていただくことができました。
　今回の施設外壁等工事では、外観が新設の施設と
見間違えるよ
うな見栄えと
なり、利用者
さんや職員さ
んも気持ちも
新たに気分よ
く通っていた
だける施設に
なりました。
　男性トイレ改修工事では、課題であった複数人での
使用や異臭等の課題が解消され使い勝手の良いトイ
レとなり、利用者さんや職員さんから満足度の高いお
声や、清 し々いトイレ環境に好評をいただいております。
　最後になりましたが、ダイトロン福祉財団様には心
より感謝申し上げますと共に、新たに生まれ変わった
施設環境を存分に使用し、利用者さんが有意義に諸
活動や作業を行い、安心して通える施設づくりや支援
を職員一同取り組んでまいりたいと思っておりますの

で、今後ともご支
援、ご協力いただ
きますようお願い
申し上げます。誠
にありがとうござ
いました。
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NPO法人 さぼてん 日中一時事業所
湖南市

　この度は「屋根の修繕工事」への助成を賜りまして
誠にありがとうございました。
　 当 事 業 所 で
は、古い建物を
改修し日中一時
支援事業を行っ
ております。屋
根の老朽化が設
備点検時に見つ
かり大変懸念し
ておりました。
　修繕作業時には、屋根をめくると表面からは見えて
いなかった箇所にも老朽箇所が見つかったとの事を施
工業者の方に伺いました。日常生活に影響が出る前に、
早期の修繕対応ができましたことを重ねて感謝してお
ります。
　また、屋根が新しく
なったことで安全面だ
けでなく外観も美しく
なりました。事業所を
ご利用者の方も大変
喜んでおられ、気持ち
よく通所してくださっています。
　今後も、ホッと安心して過ごして頂ける温かな場所
であるように職員一同尽力して参りたいと思います。

NPO法人 マイ・ライフ 福祉事業所 春の日
甲賀市

　当事業所は企業向け
日替わり弁当の製造・販
売活動を行う就労継続
支援A型事業所として平
成26年に開所しました。
　開所して丸5年を迎え、
日に日に私たち春の日がつくるお弁当が地域に定着し、
食べていただくお客様が増えてきました。そのため、
現状の弁当配達用車両の所有台数では対応が困難に
なってきたため、本助成で新たに配達用車両１台を購
入させていただきました。
　この助成で購入した車両を活用することで、さらな
る顧客拡大、販路拡大が柔軟に対応することができ

るようになりました。またそれだけでなく、弁当事業
の収益アップ、そして利用者さんの給料アップにつな
がることが期待できます。このたびは誠にありがとう
ございました。

NPO法人 あんと
野洲市

　ＮＰＯ法人あんとは、設立5年目の障がい者生活介
護型事業所です。
　現在8名の20歳前後の若い方が利用されています。
この方達の多くは、知的障がいというハンデを持って
おられます。言葉でうまく気持ちを伝える事が難しい方々
です。
　そのため、夏の暑さ
や湿度などで不快な
状況になると、いらい
らしたり、パニックに
なったり、他の人にあ
たり散らしたり、窓ガ
ラスに頭をぶつけたり
と、通常では理解しに
くい姿を見せてしまう
ことがあります。
　そのため、窓ガラス
を強化ガラスにしたり、
各部屋にクーラーを取
り付けたりする対応を
行うことにしました。
　今回、ダイトロン様
のお力をいただき、無事そのような対応を完了するこ
とができ、心から感謝しております。
　これからも障がいのある方々の生活が、より充実し
たものになりますよう、力を尽くして参ります。今後と
もご支援よろしくお願いいたします。
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（社福）ぽてとファーム事業団 
アシストセンター ぽッ

長浜市

　今回のダイトロンさんからの助成で障害者の自立生
活や、社会参画に必要な移動に関する支援を強化す
ることができました。知的障害者や視覚障害者のグルー
プでの外出支援がこれまでの軽車両（定員4名）から
ワゴン車両（定員7名）に拡大できたこと、またステッ
プのない低床であることなど利便性もよくなりました。
障害者の充実した地域での暮らし実現に活用させて
いただきます。

NPO法人 スペースウイン
守山市

　このたびは、車両購入に対する助成金を頂き誠に
ありがとうございました。

　平成２０年に
就労継続支援B
型に移行すると
きに県の補助を
受けて購入した
車両は、内職の
引き取り・納品
や古紙回収、牛
乳パック回収な
どフル活用させ
て頂いていたの
ですが、走行距
離も１３万キロを
超えてきて、か

なり劣化して、あちこち傷んでいつ止まるかわからな
い状況だったので、今回、新しい車両に買い替える事
が出来て、利用者・職員一同大変喜んでおります。

NPO法人 道 デイサービス ふぁみりぃ
彦根市

　私どもの事業所は、主に医療的ケア児者・重症心
身障害児者の通所施設です。相談支援事業所と訪問
看護ステーションを併設し、包括的なサービスが提
供できるようにと取り組んでいます。
　ふぁみりぃの利用者（主に小児0～20歳）は、先天
的な病気や気管切開・胃瘻・吸引など侵襲のある医療
的ケアを必要としています。抵抗力がなく、極めて感
染しやすい状態であり、感染は命に直結するといって

も過言ではありませ
ん。
　この度、補助をい
ただき、新型で強力
な除菌ができる空気
清浄機を購入するこ
とができました。とく
に冬場の室内環境を
整えるうえで大変貴
重な機器となります。
大切に有効的に使用

させていただきます。
　これからも感謝の気持ちを忘れずに、誰もの居場
所であれるような事業所づくりを目指してまいります。
ありがとうございました。

ミライキックス株式会社 コッカラ
甲賀市

　この度は、焼きたてパン移動販売車および送迎用
車両にご助成いただき誠にありがとうございました。
この車のおかげで、いままでたくさん積めなかったパ
ンや焼菓子を、養護学校や市役所、地元関係企業様
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に訪問販売に出かけ
る際にとても便利に
なりました。利用者
のみんなも新しい車
でとても快適に過ご
すことができ大変う
れしそうです。
　また、送迎にも使
用させていただいて
おります。今まで法
人車両がなかったの

で、スタッフにも利用者にも迷惑をかけておりました
ので公用車ができたことで安心に業務に取り組んでい
ただくことができるようになりスタッフ一同感謝いたし
ております。
　今後も地域の障
害のある方の自立
のため、おいしい
パンと笑顔をお届
けできるようがん
ばってまいります。

NPO法人ルミエル 就労支援センター 
ルミエル 野洲市

　当事業所は、就労移行支援・就労継続Ａ型で、利
用者さん20名が班に分かれ、職員と一緒に一般企業
での施設外就労を通じ「就職・定着・自立」を目標に
就労しています。
　その為、日々契約先企業への送迎に、安全・快適
で車内でくつろげる車両を今回助成いただけたお陰
で購入する事ができました。
　これからも、よりよい環境・体制のもとで利用者の
皆さんが当事業所での支援をきっかけに社会にでて
活躍されることを職員、皆が楽しみにしております。
本当にありがとうございました。

（社福）虹の会 アイリス
高島市

　これまで当事業所の除草作業といえば、草刈機が
使えない場所を利用者が手鎌を使って行ない、その
他の場所を肩掛けの草刈機で職員が数日かけて行なっ
ていました。広大な琵琶湖の湖岸沿いの土地で、人
の膝上まである雑草や背丈以上の葦を見ながら、気
持ちの面で気合を入れてとりかからねばならない作業
の一つでした。特に夏の暑い中での作業は熱中症に
も気を使いますし、慣れるまでは腰痛や全身の筋肉
痛にも耐えながらの作業でした。
　しかし、乗用草刈機HeyMASAOを使用すること
で、いままで時間にして数十時間かかっていた作業を
数時間でこなすこ
とが でき、 また
作業もムラがなく
きれいに刈ること
ができるようにな
りました。操作方
法も簡単なので、
今まで男性の仕事になりがちだった草刈りも、利用者
や女性職員も携われるようになりました。
　こうして作業時間を短縮できたことで、他の仕事へ
向き合う時間も増え、また職員の負担も大幅に軽減
されました。本当にありがとうございました。

（社福）しがらき会 信楽青年寮 しん
甲賀市

　この度の助成で業務用洗濯機を購入させていただく
ことができ、誠にありがとうございました。
　施設に入所されている方、ショートステイを利用さ
れている方を合わせて、約80名の方がおられます。
入浴は毎日行い、洗濯物も同時に80名様分を毎日行っ
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ています。２台の業務
用洗濯機をフル稼働で
動かしていますが、使
用している洗濯機は約
３０年経過しています。
定期点検はしているも
のの、修繕時に部品
供給の終了で洗濯機ご
との交換時期となりま
した。
　利用者様の生活の
基盤には、衣食住が

あり、その中の快適な「衣」とは着心地のよい衣服の
事です。この衣類を毎日洗濯する中で、洗濯機の役
割は欠かすことができません。着心地のよい衣服で
快適な生活を送っていただくために、これからも洗濯
機をフル稼働で、大切に使わせていただきます。
本当にありがとうございました。

NPO法人 滋賀県社会就労事業振興センター
JALAN

草津市

　この度は助成いただきありがとうございます。当事
業所では、助成を受けて作業用車両として「ダイハツ
ハイゼットカーゴ」を購入しました。
　作業訓練のメニューとして大津市にある三井寺での
環境整備を行ってきましたが、車両が新たに購入でき
たことで事業が継続できます。
　この車両を活用し、これまで行ってきた障害のある
人に向けた就労支援だけでなく、「障害手帳を取得し
ていない人」「障害福祉サービスは使いたくない人」
に向けても働く練習ができる場所として大津市三井寺
の協力を得ながら支援を提供し
ていきます。

（社福）共生シンフォニー 夢創舎　

大津市

　当事業所では、農薬を使わず減化学肥料で野菜を
作り、収穫した野菜を使ってお弁当（昼食）の配食を
中心に行っています。
　今まで使用してきた農機具は、近隣の方にお借りし
ている上に廃番となっていたため、修理部品は手に入
らず、自分達で修理しながらの作業となり作業がな
かなか進みませんでした。今回の助成金で耕運機と
草刈り機を新しく購入させていただき、作業効率が上
がっただけでなく、扱いやすくなった耕運機を利用者
さんも使用でき
るようになり、
作業の幅も広が
り、農作業の楽
しさが増しまし
た。 み ん な 大
変喜んでいます。
本当にありがと
うございました。

医療法人藤樹会 障害者相談・生活支援センター
やすらぎ

大津市

　この度、サロンスペースのソファと椅子、パソコン
機器にご助成いただき、誠にありがとうございました。

小規模の当支援センターにとってソファは唯一の休憩
場所であり、衛生的でクッションの良いソファは念願
でした。メンバーからは「快適に過ごせるようになった」
と喜びの声を貰っています。また、劣化が進んでいた
椅子も新調され、明るい雰囲気に包まれながら、メ
ンバー同士が安心してサロンで交流を図れるようにな
りました。
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　ノートパソコンはまだ購入したばかりですが、近年
取り組んでいるメンバーによる情報発信や冊子作成、
講演等の自主活動をより積極的に展開できる可能性
が広がりました。障害のある方が暮らしやすいまちづ
くりに向けて、地域の方 と々の繋がりを増やしながら、
メンバーと共に楽しく取り組んでいきたいと思います。

（社福）湖北会 あそしあ
長浜市

　この度はダイトロン福祉財団様より「作業棟トイレ
改修工事」に対しまして多額の助成金を頂きありがと
うございます。
　あそしあは、主に知的障害のある方の入所施設で、
昼間は生活介護事業を行っており、現在55名の方と
利用契約を締結しており、2班に分かれ、それぞれ作
業棟・デイルームで活動をしています。施設開所から
22年が経過し不具合が生じており、その中でも特に
作業棟のトイレは作業室から一旦外に出なければなら
ず、特に冬季は雪が吹き込む中で移動しなければなり
ません。また、高齢化が進み車いす利用者も増える
中で洋式トイレがないため使用できないのが現状です。
そのため、作業室からそのままトイレへさらに多目的
トイレに安心して使っていただけるように改修します。
　工事途中ではありますが、ダイトロン福祉財団様の
助成がなければ進まなかった計画です。本当にありが
とうございました。

（社福）おおぞら福祉会　つつじ作業所
長浜市

　この度、おおぞら福祉会つつじ作業所に対して貴財
団よりフォークリフトの購入に関して助成金を頂き誠
にありがとうございました。
　つつじ作業所では、現在43名の利用者が通い下請

け作業と自主
製品の製造販
売に分かれて
作 業をしてい
ます。
　下請け作業
で は8社 の 企
業様から仕事
を頂き毎日仕事に励んでいます。その内3社から頂く
仕事は、トラックに積み込まれフォークリフトで降ろ
す必要があります。今回購入させて頂いたフォークリ
フトは安全面が優れており荷物の転倒防止機能も搭
載され今まで以上に安心安全に作業が出来るようにな
りました。
　また、利用者からは「カッコいい。キレイ。」などの
声を聞く事が出来ました。
　更に安全かつ効率よくスムーズに作業提供し授産事
業を活性化させ工賃アップを図っていきたいと考えて
います。
　今後、関係者一同この車輌を末永く、大切に使い
ますことをお約束し、御礼の言葉といたします。本当
にありがとうございました。

NPO法人 あさがお
大津市

　今回、公益財団法人ダイトロン福祉財団様に調査
研究事業の採択を頂き、当法人が現在、社会福祉法
人と協働して取り組んでいる障害者の地域生活のため
の法人後見に関し、障害者本人の意思（思い）を大切
にする法人後見を実施していくための調査研究を進め
ます。
　具体的には、現在、成年後見人・保佐人・補助人（以
下「成年後見人等」）として活動しておられる専門職
等を対象に、どのように本人の意思（思い）を大切に

2019 年 12 月 31 日第 22 号（22）



する後見活動をされているか調査を実施します。また、
ご本人からも成年後見人等の活動について話を聞くこ
ととしています。さらに、本人の意思（思い）を大切
にする後見活動に取り組まれている先進的な団体等
にも話を聞きます。
　そして、弁護士、司法書士、社会福祉士、障害福祉サー
ビス事業所、当事者団体等からなる推進会議において、
調査結果をもとに本人の意思（思い）を大切にする法
人後見について検討し、最終、ガイドラインとして取
りまとめていきます。

NPO法人 NPOワイワイあぼしクラブ
湖南市

　当法人は、お子さんから高齢者まで、様々な世代
が共に支え合う地域づくりをめざして、家庭的保育事
業所、障がい者グループホーム、認知症高齢者グルー
プホームなどを運営しています。
　今回いただいた助成金により、長年使われていなかっ
た市の旧医師住宅をリフォームし、お年寄りと障がい
のある方が共に暮らす念願の「多世代共生ホーム・きらく」
をオープンすることができました。自宅での生活が難
しくなってきた要支援・介護の方や、収入が少ない若
年の方が共に暮らし支え合う住まいのモデルとなるよ
う、運営に努めてまいりたいと思います。

NPO法人 街かどケア滋賀ネット　

湖南市

　滋賀県では、知的障がいのある人たちが介護の場
で働く「いきいき生活支援員」が平成２７年度から全
国に先駆けて制度化されました。しかし、その「いき
いき生活支援員」の特性を生かした “ならでは” の働
きは、これまで客観的に伝えるのが難しいとされてい
ました。そこで “ならでは” の働きを見える化（数値化）
しようと、平成２７年度より調査研究を行い、一定の
数値化が行えました。
　本年度はこれまでの成果を報告書としてまとめ、そ
の働きを伝えられるパンフレットを作成し、「いきいき
生活支援員」の働きや、もたらせる効果をさらにわか
りやすく周知するためにフォーラムを開催したいと考
えております。
　平成１３年から取り組んできた “ならでは” の働き
の促進が、ダイトロン福祉財団様の助成を得て、ま
た一歩前進できることを感謝申し上げます。

(社福) びわこ学園 
びわこ学園医療福祉センター草津

草津市

　只今　E4センサーを用いまして子どもたちのデーター
を取り始めております。
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　子どもたちのストレ
スが可視化でること
で、その事に少しでも
気が付く支援者が増
えればと考えておりま
す。
　来年度は、滋賀県
立大学で第17回日本
子ども学会学術集会
を開催することになり
ました。
　滋賀県で行われて
きた福祉の思想を含
めて学会運営が出来
ればと考えております。
　何かとお願いすることがあると思いますが、よろし
くお願い申し上げます。

滋賀県中途失聴難聴者協会
草津市

　令和元年１１月２３日（土）～２４日（日）大津市の
ピアザ淡海にて「第２５回全国中途失聴者・難聴者福
祉大会」を盛大に開催することができました。

　当日は天候にも恵まれ、全国から４００人を超える
参加者にお集まりいただきました。
　２３日（土）は、研修のための４分科会が開催され、
聞こえにくさについて初心者にも、知識豊富な難聴者
にも関心が高い第１分科会には約２００人が集結。
要約筆記者派遣制度の利用を高めるための第２分科
会。
　聞こえに不自由がある中途失聴者・難聴者にとって
電話は困難なツールですが、音声認識入力を活用す
る電話リレーサービスは活用効果が高く、第３分科会

ではその実験結果の報告もありました。
　聴覚障害の青年層の第４分科会では、職場におけ
るキャリアアップの問題にも活発な意見交換があり、
熱心に各研究が進みました。
　貴財団様のご助成によりまして全場面に要約筆記者、
手話通訳者の配置が叶い、意思疎通を図れましたこ
とは誠にありがたく、大いに大会の成功を支えていた
だきました。２４日（日）の記念式典には、副知事の
由布和嘉子さまをお迎えし、手話を交えたご祝辞をい
ただきました。
　大変意義深い２日間となりましたことをご報告申し
上げます。
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瑞穂町へ寄贈しました

瑞穂町様のご要望にお応えし、福祉車両、発電機、その他障害者福祉備品一
式を寄贈させて頂きました。
令和元年11月26日、瑞穂町役場にて目録の贈呈式を行いました。

《瑞穂町長からのお礼のことば》
瑞穂町は以前から社会福祉に力を入れており、障害をもった子供たちの通う
場として東京都でいち早く作業場を開設しました。障害をもった子供たちと
地域の方々と一緒に暮らしていける街づくりをおこなっています。今回のご
寄贈を賜りました備品と共に、ダイトロン様の想いを皆に伝えていきたいと
思っています。大変ありがとうございました。

今年度はダイトロン株式会社の装置工場及び部品工場がある瑞穂町（東京都西多摩郡）に
寄贈をさせていただききました。

そ の 他 のニ ュースそ の 他 のニ ュースそ の 他 のニ ュースそ の 他 のニ ュース

目録贈呈式の様子

昨年寄贈を行いました亀岡市から表彰状を頂きました。

亀岡市から表彰状を頂きました

令和元年11月3日道の駅ガレリア亀岡にて“令和元年
度亀岡市自治振興式典”が開催されました。その中で
ダイトロン福祉財団が篤志者として表彰されました。

謹んで災害のお見舞いを申し上げます
　このたびの「令和元年台風 19 号」により亡くなられた方々に謹んでお悔やみを申し上げますとともに、
被災された方々に心よりお見舞いを申し上げます。被災地の方々が一日も早く平穏な生活に戻られます
ことと、地域の一刻も早い復旧・復興を心よりお祈り申し上げます。
　社会福祉法人滋賀県共同募金会を通じ、「令和元年台風第 19 号」災害義援金 100 万円を贈らせて頂き
ました。災害復旧の一助となれば幸いです。

亀岡市のマスコットキャラクター
“明智かめまる”§ その他の寄贈 §

更生保護法人 滋賀県更正保護事業協会（理事長：大道 良夫 様）にも、少額ながら寄贈をさせていただきました。
明るい社会の実現に向けて、今後とも皆様のご活躍をお祈り申し上げます。
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第１9回障害者福祉助成金申込のご案内内内案内案内案案案込のご案案案案案案のごご案ご成金申込成祉助成助第１9回障害者福祉１9第第１9回障害者福祉助成金申込のご案内内第１9回障害者福祉助成金申込のご案案１9回障害者福祉助成金申込１ ごご第 9回障害者 助成金申込の 案内内9回障害者福祉助成金申込のご案内99 助成金9 成金申込のご案内内第１9回障害者福祉助成金申込のご案内第 内内助成金申込 内第 者 助 申 ご案案第 回障 福第第 回障第
公益財団法人 ダイトロン福祉財団

第１9回障害者福祉助成金申込のご案内

　本年度も当財団の目的および事業に対する社会的要望に応えるため、障害福祉サービス事業
所等への資金援助を行うとともに、障害者の社会参加と生活向上等に関する調査研究のための
支援を行います。第 18 回の助成事業の効果を確認し、昨年と同様に特別助成事業も行います。
　第 19 回助成金の公募については、下記の要綱のとおり総額 5, ０００万円 を限度とし募集
を実施致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．助成対象事業
　（１）障害福祉サービス事業所等に対する設備費等助成事業　（第 1 号事業）
　　　ア．助成対象　滋賀県内の障害福祉サービス事業所等の積極的な事業展開のために必要

な設備、資材および作業所等環境改善に対する助成
　　　イ．助成金額　1 件あたり１５０万円以内【但し、総事業費の 80％以内とする】
　　　　助成金総額　　３, ３００万円以内

　（２）障害者の社会参加の促進と生活向上等に寄与する調査研究のための助成事業
　　　（第２号事業）
　　　ア．助成対象　滋賀県内の社会福祉法人、公益法人等が行う障害者福祉にかかる調査研

究に対する助成
　　　イ．助成金総額　２００万円以内
　　　ウ．助成件数　３件程度

　（３）特別助成事業　（第 3 号事業）
　　　障害者の福祉向上に寄与する施設等に特別の助成を行う。但し、上記（１）、（２）に

含まれない、または（１）、（２）の枠を超える事業とする。
　　　ア．助成対象　滋賀県内の施設等（社会福祉法人、公益法人等含む）
　　　イ．助成金総額　１, ５００万円以内
　　　ウ．助成件数　10 件程度
　　　

２．特記事項
　　　国、地方公共団体等からの補助および他の民間助成団体からの助成と重複して助成は致

しません。

《趣 旨》

《助成金申込要綱》
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３．助成申請方法
　　　助成金申請書に必要事項を記入のうえ、提出して下さい。
　　 [ 申込書に添付の書類 ]
　　　１　事業計画書（別紙のとおり）
　　　２　見積書（物品等の場合は業者の指定はありません）
　　　　　  ※車の買替の場合（使用年数 10 年以上又は走行距離 10 万 km 以上が対象）は車検証のコピー、

　　新規事業の場合はその用途を明記したもの

　　　３　定款、寄附行為または規約（法人、団体の場合）
　　　４　役員名簿
　　　５　直近の承認済収支決算書（令和元年度分が提出不可の場合は平成３０年度分）

４．申請書提出（送付）先
　　　〒 532-0003  大阪市淀川区宮原４−６− 11　ダイトロン（株）内
　　　公益財団法人ダイトロン福祉財団　大阪連絡所

５．申請期間　（郵送にて）
　　　令和 2 年 3 月 9 日（月）～令和 2 年 4 月 10 日（金）消印有効

６．助成決定
　　　助成の採否については、５月に開催する選考委員会で選考し、６月開催の理事会におい
　　　て決定後、６月下旬に個別に通知します。

７．助成金の交付及び贈呈式
　　　助成金は、贈呈式以降に交付します。
　　　助成金贈呈式は、9 月 1 日（火）ピアザ淡海を予定しています。

８．事業完了報告
　（１）第１号事業及び第 3 号事業については、助成事業終了後速やかに（令和 2 年 11 月 30 日
　　　  （月）まで）に当財団に完了報告書を郵送にて提出願います。
　　　　
　（２）第２号事業については、助成決定後１年以内に完了報告書を提出願います。（但し、
　　　　令和 2 年 11 月 30 日までに中間報告書を提出願います）

９．助成の取り消し
　　　助成事業の遂行が不可能と認められるとき、あるいは助成金が目的外に使用されたとき

は、助成の取り消しまたは助成金の返還を求めることがあります。

　　　　　　　　　　　　公益財団法人ダイトロン福祉財団
　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　森谷 敏春
　　　　　　　　　　　　TEL　06-6399-5016　FAX  06-6399-5216
 　　　　　　　　　　　　E-mail アドレス： moritani@daitron.co.jp

連絡・問い合わせ先 ：

＊令和 2 年度の当財団助成金募集に関する情報は、社会福祉法人 滋賀県社会福祉協議会様のウエブサ
イト、http://www.shigashakyo.jp/　の「助成金情報」にご掲載いただいております。申込書等は、そこ
からダウンロードが可能です。（令和 2 年 2 月上旬から掲載予定）
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　「ダイトロン福祉だより」をご覧の皆さまには、いつも大変お世話になりましてありがとうござい
ます。助成金についてですが、助成金総額は皆様からのご寄附や財団保有資産の運用結果の動静によ
るところが大きく、ここ３、４年の傾向として助成額が増加しています。
　令和２年度も助成金額は５千万円と財団設立以来の最高額を予定しております。
　また令和３年度にはダイトロン福祉財団は助成事業を開始して２０年目を迎え、この年には第 20 回助成を記念して
例年には無い“特別助成枠”を設ける予定になっております。買い控えをしている物品等がございましたら、ご応募し
てみてはいかがでしょうか。前年度に助成を受けていましても内容次第で連続助成される団体様もいらっしゃいます。
　令和２年および３年度にはぜひとも多数のご応募をお待ちしております。

−福祉だよリ作成にあたり感想文、写真等のご提供、ご協力誠にありがとうございました −

2．ダイトロン株式会社様からのご寄附　　　　　　　　　　　　　　　    　  　

【 令和元年度の寄附者の方々 】 敬称は省略、「あいうえお」順とさせていただいております。

　 平成28年（2016）度 平成29年（2017）度 平成30年（2018）度 令和元年（2019）度

寄 附 者 の 総 数 114名 113名 124名 106名

寄 附 金 額 21,529,000円 21,580,000円 21,666,396円 20,887,000円

内  
訳

ダイトロン・
グループ 企業

寄附者数 3法人 1法人 1法人 1法人

寄附金額 20,000,000円 20,000,000円 20,000,000円 20,000,000円

個人及び団体
寄附者数 111名 112名 123名 105名

寄附金額 1,529,000円 1,580,000円 1,666,396円 887,000円

 助 成 金 額 21,151,000円 30,600,000円 36,669,000円 48,076,000円

浅田　悦子

幾谷　慎司

（有）インテリアハウスナカムラ

氏原　稔　

㈱ウチダビジネスソリューションズ

惠中　信勝

江本　明子

江本 美代子

大木　時彦

大橋　文雄
沖友　正幸

片山　博文

河　　良一

北嶋　紀子

木村　恒子

木村　正仁

國實　茂良

久納　文男

久保田 靖典

熊田　史朗

栗山　聖子

黒澤　武司

小菅　甚蔵

小林　雅則

小林 真由美

紺谷　健治

佐藤　昌彦

佐藤　充男

島田　勲

隅田　和夫

曽　　憲栄

高木　正浩

髙野　純三

高橋 亜希子

髙本 勢津子

髙本　敬

田川　雅康

竹村　功

立川 由美子

千原　恒人

鶴羽　樹

寺嶋　喜一

所　慶一郎

飛井　清隆

鳥野　良子

中賀　正幸

長﨑　大輔

中里　征弘

中田　敬介

中田　健作

中田　耕平

中村　純一

長本　和男

中谷　茂知

夏原　正和

仁井　光明

西　　弘之

筈井　和宏

樋口　聡

福島　通晴

福留　勉

藤井　憲一

藤岡　勤

藤木　勇

藤本　敦朗

藤本　勲

藤森　紀子

前　　績行

前田　里菜

益野　忠彦

松田　豊

水野　勉

満田　勇

明和　澄夫

毛利　肇

森下　祐子

森田　潤子

森谷　敏春

矢野　宏明

山口　和美

山本　裕己

横田　周史

横山　和則

横山　広男

吉岡　宏展

代田　安俊

和田　徹

渡邉　舞

※個人及び一般企業の皆さまからのご寄附には匿名をご希望の方が17名いらっしゃいます

計 105 名　　　　887,000 円
１社　　20,000,000 円

寄附金合計　　20,887,000 円

1．個人及び一般企業の皆さまからのご寄附　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　  　

【 ご寄附の金額 および 助成金額 の状況 】

事務局より事務局より
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